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	報 告 者 氏 名
	榊原　久美子

	大 会 名
	北米選手権

	開 催 地
	ロスアンゼルス

	大 会 期 間
	6／29～7／6


	開催地域の

様子
	出艇の環境があまり良くなく、大勢の選手が出艇するのにかなりもたつきました。
開場としての準備（対応）はもう少し整えてほしいと感じました。　

	宿泊場所
	選手と同じホテル
Crowne　Plaza　Hotel

	大会のサポーターへの対応は
	ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰに対応下さり、感じは良かった。

	選手たちの

 コンディションは？
	健康状態は基本的に良好、ただし榊原健人は腰椎分離症の為様子を見つつのレースとなりました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	皆の健康管理、衛生管理、栄養管理


	海外の選手を見て感じたことは？
	南米の子が多かったせいかお国柄を感じ、良く言えば積極的、悪くいえばマナーが悪い印象。
ただし、基本的にはいい子が多かったと思います。

	日本の選手を見て感じたことは？
	外国選手に引けをとらず明るく積極的に行動していたと思います。


	Spare dayの過ごし方は？
	独立記念日でしたので、ハーバー主催の催しに参加し楽しみました。
Tシャツの模様作りから様々なゲームも楽しめ気分転換になったようです。

	日本チームとして

の課題


	潮対策、前回上の子が参加したアジアでもそうでしたが、潮の強い海域でのレース運びが上手ではなういようです。
今後の練習課題として必要だと痛感しました。

	ＪＯＤＡへの要望
	特にありません。

	その他
	今回宿泊先の食事や海弁があまりにお粗末でした。
体力を消耗するレースをする者たちにとって食事は重要です。

料理のバリエーション、品数等あまり工夫のないメニューに子供も大人も辟易してしまいました。

今後は改善してほしいと思います。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

